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茂原市農業委員会第１０回総会議事録 

 

１ 開催日時  令和３年９月８日（水） 午後１時３０分から 

 

２ 開催場所  茂原市役所１０２会議室 

 

３ 出席委員  １３名 

     １番 齋 藤 輝 児          ２番 小 川 克 巳 

     ３番 糸 久 敏 秀          ４番 蒔 田 定 雄 

                        ６番 小 髙 一 夫 

     ７番 光 橋 正 人（第二小委員長）  ８番 八 角 徳 政 

     ９番 杉 浦 文 子（第二副小委員長）１０番 秋 葉 仁 喜（第一小委員長） 

    １１番 鬼 島 一 郎（職務代理者）  １２番 浦 島 京 子（第一副小委員長） 

    １３番 石 井 利 明（会  長）   １４番 加藤古志郎 

  出席推進委員 ８名 

                平 野 芳 之    富 田 和 男    深 山 文 雄    風 戸 茂 樹 

        伊 東 忠 司    古 山 光 雄    深 山  理    矢 部 友 一 

 

４ 欠席委員   １名 

５番 中 村 正 明 

 

５ 事務局職員  ６名 

   事務局長 髙 貫  敦    局長補佐 丸 島 浩 二 

   係  長 片 岡 雄 一    係  長 加 藤 栄 一 

   主  査 吉 田 茂 則    主  事 酒 井 嵩 文 

 

６ 会議に付した議案 

  ・農地法第３条の規定による許可申請について                ３６件 

  ・農地法第５条の規定による許可申請について                ２３件 

・農地法第５条の規定による許可後の計画変更承認申請について         １件 

・買受適格証明及び農地法第３条の規定による許可申請について         ２件 

・令和３年８月６日開催 第９回総会保留議案 

 農地法第３条の規定による許可申請について                 １件 

・農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農用地利用集積計画 

   の承認について（利用権設定） 

  ・令和４年度茂原市農林行政に関する意見書について 

 

７ 報告 

農地法第３条の３第１項の規定による届出について 

   地目変更登記申請に係る照会について 
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   軽微な農地改良の届出について 

農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人の報告について 

   その他 

 

８ 総会要旨 

局長 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日は第１０回総会にご参集頂きましてありがとうございます。始めに本総会は、

農業委員会法第２７条第３項の規定により、委員の過半数の出席を頂いておりますの

で成立することをご報告いたします。 

本日の議事案件については、農地法第３条の規定による許可申請３６件、５条の規

定による許可申請２３件、５条の許可後の計画変更承認申請１件、買受適格証明及び

農地法第３条の規定による許可申請が２件、及び令和３年８月６日開催の第９回総会

保留案件の農地法第３条の規定による許可申請１件、そして、農業経営基盤強化促進

法第１８条第１項の規定による農用地利用集積計画の承認についてと令和４年度茂

原市農林行政に関する意見書についての審議をしていただき、合計６５件となりま

す。その後、事務局より報告事項がございます。 

それでは茂原市農業委員会総会会議規則によりまして、会長が議事の進行をする

ことになっておりますので、会長にお願いいたします。 

 

 それでは、ただ今より茂原市農業委員会第１０回総会を開催いたします。さて、議

事に入る前に本日の議事録署名人についてこちらで指名させて頂いてよろしいでし

ょうか。（異議なしの声）本日の議事録署名人は６番小髙委員と７番光橋委員にお願

いしたいと思います。なお議案の説明及び書記は事務局にお願いします。 

今月の議案は、先月の保留議案等を含め、６５件で非常に多いのですが、この中

に先月、申請の取り下げをされた高田地区の営農型太陽光発電事業の案件がござい

ます。今回、内容の修正をされて再度申請が上がってきておりますので、よろしく

お願いします。それでは、今回も少し変則的になりますが、新規就農の議案がござ

いますので、最初に新規就農の議案のご審議をしたいと思います。議案第３５号、

３６号、新規就農の議案でございます。事務局より説明をお願いいたします。 

 

初めに新規就農の案件をご説明いたします。３条許可申請の第３５号と第３６号議

案ですが、新規就農者につきましては、申請人の耕作の意思や農業への意欲、具体的

な営農計画とその実現に向けた機械、労働力、技術といった要素を総合的に勘案する

ほか地域農業への影響等を判断する上で参考とするために、申請書類だけでなく直接

申請人にお話を伺いたく、今回も申請者にお越しいただいております。 

なお、申請者には、議案説明の後、入室して頂き、質疑等を行って、退室後に審議

し処分を決定してまいりたいと思いますので、よろしくお願いします。申請人の「営

農計画のチェック表」をご覧になりながら質疑等をお願いします。 

それでは第３５号、第３６号議案です。一体計画なので合わせて説明します。申請

地は、七渡字羽黒地先、畑３筆合計５，１４４㎡です。長尾の★★さんが七渡の★★

さん２名から賃貸借にて農地を借り受け、新規就農をする申請です。就農の動機とし

ましては、かねてより農業経営に興味があったためとのことです。 

営農計画について簡単に説明します。借り受ける農地にて、秋冬ネギを栽培します。

販売計画は、★★や★★で合計約２４０万円の収入を見込んでおり、それに対する経

費として約２９０万円を見込む計画となっております。初めは赤字ですが、徐々に黒

字に持っていきたいとのことです。 

次に、３条許可基準です。全部効率利用要件について、機械の確保は、トラクター、

管理機を保有しています。労働力は世帯員１名で従事する申請です。技術については、

千葉県農業大学校で学んだ他、茂原蔬菜組合で研修をしています。農作業常時従事要

件については、１５０日以上となっております。下限面積要件については、今回の申

請により５０アールを超えております。周辺地域との関係については、周辺の耕作に
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★★氏 

支障が無いように農薬を使用し、地域の話し合い等に参加したいとのことです。 

議案説明は以上です。 

それでは、申請者の★★さんに入室していただきます。 

 

＜★★氏 入室＞ 

 

ご苦労さまです、今日は★★さんにお越しいただきました。茂原市の農業委員会は、

申請者ご自身にお越しいただいて、営農に対しての意欲とか、これから農業委員会の

委員に相談したいこととか、そういったことを踏まえて意見聴収をさせていただいて

おりますので、よろしくお願いいたします。まず、自己紹介をお願いします。 

 

こんにちは、私は長尾に住んでおります★★と申します。農業経験は一切ないん

ですけれども、この度、七渡の方で、新規就農させていただきたいと思いまして、

申請させていただきました。よろしくお願いします。 

 

ありがとうございます。それでは私からお伺いしたいと思うのですが、農業経験

がない中で、農業大学校等で研修をされているということで、今回、就農をされる

動機はどういうところにありましたか。 

 

私はちょうど１２年間、中学校の教員をやっておりまして、今年、４０歳になる

んですけれども、だんだん中堅と呼ばれるような立場になってきて、仕事の質が最

初に思い描いていたものと変化してきたということもあって、正直、あまり仕事に

魅力を感じない部分が大きくなってきて、この後１０年２０年、この仕事を続けて

いて幸せかなということを考えたときに、そうではないかなというふうに感じまし

て、じゃあ、もうせっかくだったら自分のやってみたいことに挑戦してみたいと思

いまして、ずっと農業には興味があったんですけれども、家庭菜園程度しかやった

ことなかったんですが、思い切って挑戦してみたいということで、就農させていた

だきたいと思いました。 

 

それでは委員の皆さんからご質問等をお願いしたいと思いますが、いかがでしょ

うか。★★委員どうぞ。 

 

★★と申します。農業は未経験ということですが、今まで全くの未経験というこ

とですか。親御さんも、やはり農業とか、そういう関係は全然やっていなかったの

ですか。 

 

父は公務員でして、私はもともと九州なんですけれども、両親は今も九州の方に

住んでおりまして農業とは関係がなかったんです。 

私の妻の両親が、もともとは農家の家なんですけれども、もう今は、そちらの方

は住んでいなくて、松戸の方に引っ越しして、また別の商売をしているんですけれ

ども。全く身内の方には農業経験者というのはいないです。 

 

では、農家とか、そういう関係のある方はあまりいなかったということでよろし

いですか。 

 

はい。そうです。 

 

それでは、資料を見ますと「かねてより農業に興味があった」ということです

が、農業に興味があったというのは、具体的にどのようなことで興味を持たれたの

ですか。 

 

一番初めに、良いなと思ったのが、私は中学校の教員をやっていて、長野県に自
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然教室という形で子供たちを引率して連れて行くことがあるんですけれども、そこ

で農家体験とか、とれたての野菜を食べさせていただくとか、そういう時に、すご

く農家の方の暮らしぶりとか、生き生きとした感じとかがすごく何か羨ましいな

と。こういうふうに生きてみたいなというふうに感じる部分がありまして、それか

ら、ちょっと家庭菜園をしながら自分で細々とやっていたんですけれども。農家の

暮らしというのを、多分経験してないから、憧れでしかない部分はあると思うんで

すけども、そういったところで興味を持ちました。 

 

農業というのは結構大変な仕事ですけれども、家族は就農に対して賛成している

のですか。 

 

はい。「就農して良いよ」というふうには言ってくれています。 

 

そうですか。私も東郷なんですけども、私の近所にも新規就農者で２、３人、ネ

ギをやっている方がおりまして、一生懸命やっていらっしゃいます。ぜひ仲間にな

りながら頑張っていただきたいと思います。 

 

ありがとうございます。 

 

他にございますか。★★委員いかがでしょうか。 

 

今、話をお聞きしていて、九州の出身であって、長野県の研修に子供たちと行っ

て、長野の農業を見てとのことですが、その中で、千葉県の農業大学校へ入学され

て。なぜ、この千葉県で就農をしてみようかなと、そう思った理由は何ですか。 

 

私は、もともと千葉市の方で働いておりまして、妻の実家が茂原にありましたの

で、そちらの方に入居して、そこに住んでいたので、千葉県でこれからもずっと住

んでいきたいなというふうに思いましたので、千葉県を選びました。 

 

わかりました。そういう意味では縁があるわけですね。奥さんを通じてね。あ

と、これは質問というよりも、この前、行き会ったときに聞いたのですが、★★君

とはずっと前からお知り合いですか。 

 

農業大学で、７月から研修として各農家の方に派遣してもらう授業がありまし

て、７月から厄介になっているところです。 

 

そうですか。彼も新規就農だから。すぐ隣が、彼が実際に栽培している場所です

から、非常に条件は良いと思うんですね。今、★★委員も言っていたけど、東郷地

区には結構、就農者で、茂原だとネギ中心になっちゃうんだけれども、やってる方

も多いので、ぜひ、頑張ってください。 

 

 はい。ありがとうございます。 

 

★★と申します。ご苦労さまです。それこそ新規就農者は、他の自治体もそうで

しょうけれども、茂原市としては大歓迎ですので。また新規就農者に対する国の支

援は、新聞報道等では、現状よりも支援を厚くしていくというような報道も出てい

ますので、ぜひ学校で習ったこと、また地域のいわゆる営農経験者の方々とです

ね、十分意思の疎通をとっていただいて、立派に就農をしていただければと、そう

いうふうに願っておりますので、よろしくお願いします。 

 

他にございますか。★★委員どうぞ。 

 



 5 

★★委員 

 

 

 

★★氏 

 

 

 

★★氏 

 

 

会長 

 

 

 

★★氏 

 

 

 

会長 

 

 

第二 

小委員長 

 

 

会長 

 

 

 

★★委員 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日はご苦労さまです。現在は長尾に住んでいるってことですよね。それで借り

る圃場が七渡ということですが、その圃場の近くに、いろんな機械を入れるとか、

ネギの皮むきをするとかの倉庫の手配は済んでいるんでしょうか。 

 

今、借りる予定となっている圃場があるんですけれども、そちらの方に、地主の

方が「ハウスを建てて良いよ」というふうに言ってくださっているので、そちらの

方に建てさせていただこうかなというふうに考えています。 

 

やはり、いろいろ機械を入れる場所とか作業場が必要だと思うので、地元の方の

理解を得て頑張ってやってください。 

 

他にございますか。よろしいですか。それでは、これで意見聴取は終わりにさせ

ていただきます。これから委員の方で、今のお話を踏まえながら、検討させていた

だきますので、よろしくお願い申します。ありがとうございました。 

 

 ありがとうございました。 

 

＜★★氏 退室＞ 

 

それでは、新規就農の議案第３５号、３６号を審議していきたいと思います。第

二小委員会の報告をお願いいたします。 

 

 それでは、第二小委員会の報告をいたします。３５、３６号ですけれども、新規

就農として農業をやりたいうことで、土地等の条件につきましては整っております

ので、小委員会としては許可の判断となりましたので報告します。 

 

ありがとうございました。小委員会の方でも頑張っていただきたいという思いの

中で許可ということで判断していますが、他にご意見等ございますか。★★委員、

いかがでしょうか。 

 

許可でよろしいと思います。 

 

それでは３５、３６号議案ですが、小委員会の報告及び意見のとおり許可という

ことでよろしいでしょうか。（異議なしの声）それでは３５号、３６号議案について

は、許可ということで決定いたします。 

 続きまして、８月に申請があり、取下げとなった高田地区の営農型太陽光発電施

設にかかる３条申請の１号から１２号、１３号から２７号の区分地上権、５条の申

請の３７号から５１号の説明を経過報告も含めて事務局から説明をお願いします。 

 

それでは、営農型太陽光発電施設にかかる許可申請についてご説明します。参考資

料としてお配りしております「令和３年第１０回総会 議案第１～２７号及び第３７

～５７号に係る議案資料」を併せてご覧ください。 

審議の流れですが、初めに３条の説明をします。これは農業法人が賃貸借により耕

作するため３条許可を受けようというものです。次に、５条申請ですが、太陽光発電

設備の支柱等の一時転用の説明をいたします。これは、太陽光発電の売電事業者が、

太陽光パネルを張るための支柱等を農地に立てることの許可を受けようというもの

です。その後に審議をしていただき、最後に３条の区分地上権の説明をします。３条

の区分地上権ですが、これは太陽光パネルを空中に張るため農地の空中部分の権利を

得ようというものです。５条が許可となれば許可となります。審議につきましては、

３条許可、５条許可と順に判断していただきたいと思います。 

それでは１号から１２号議案です。一体の営農計画となります。申請地は高田字沖

前地先外２２筆、田５，３５６㎡、畑９，６９９㎡、計１５，０５５㎡です。睦沢町
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の★★さんが高田の★★さん外１１人から土地を賃借権の設定により借り受けよう

とする申請です。賃借人は平成３０年設立の法人で、現在茂原市にて１５，３７２㎡

の農地でサツマイモを、睦沢町にて３，３４５㎡の農地でサツマイモ、小松菜を栽培

しています。前々期事業年度の農業売上高は０円となっています。申請理由は、経営

規模を拡大して収益の増加を図りたいためとのことです。借り受ける農地にてサツマ

イモとカボチャの栽培を計画しています。 

ここで、申請地における農業経営に係る実施計画書について簡単にご説明します。

申請地ではサツマイモとカボチャを露地栽培し、サツマイモ約２３ｔ、カボチャ約５

ｔ、全体で約２８ｔの生産量を計画しています。販売計画として、直売所やスーパー、

★★へ販売し、申請地以外の圃場と合わせまして合計約１，１６０万円の売上を見込

んでいます。それに対する経費として約１，２５０万円を見込む計画です。 

次に許可基準についてです。全部効率利用要件については、現在賃借人が耕作に供

すべき市内の農地のうち、法第３２条第１項各号に該当する遊休農地判定の農地はご

ざいません。また、睦沢町に借入地があり、睦沢町農業委員会より農業経営実態証明

書が提出されております。睦沢町農業委員会に確認しましたところ、現在賃借人が耕

作に供すべき農地のうち、法第３２条第１項各号に該当する遊休農地判定の農地はな

いとの報告が令和３年８月３１日にございました。主な機械等の保有については、ト

ラクター，資材倉庫、管理機、噴霧器を所有しています。その他、ツル刈り機、マル

チ剥がし機、掘取機、定植機をリースで借り受ける計画です。労働力、技術について

は、構成員１名及び臨時雇用７名を含め８名で従事します。農作業常時従事要件につ

いては、従事日数１５０日以上となっています。下限面積要件については、５０アー

ルを超えています。周辺地域との関係については、集落の話し合い活動・農道水路の

維持管理活動等を区長及び農家組合長などに確認したうえで積極的に参加するとの

ことです。 

最後に、農地について所有権、使用収益権、質権若しくはその他の使用及び収益を

目的とする権利を取得することができる農地所有適格法人に該当するか否かの判断

についてですが、農地法第２条第３項に規定する法人形態要件、構成員要件、議決権

要件及び業務執行権要件については適合しています。事業要件については、賃借人は、

法人設立後３事業年度を経過していない為、新規就農者と同様に判断され、３事業年

度経過後に確認されることとなります。 

なお前回の事業計画と変わった点ですが、赤目川から砂が貰える計画となっており

ましたが、長生土木事務所へは、赤目川土地改良区から申し出をしており、貰える見

込みであるとのことです。また、万が一不足するようなときには、パネルの設置者が

砂を購入する計画となっております。 

その他の添付すべき必要書類について併せて確認しております。３条にかかる説明

は以上です。 

次に、営農型発電設備に係る第５条の規定による許可申請についてご説明します。 

３７号から５１号議案です。農地法第５条許可による一時転用を伴う賃借権設定の

申請です。 

申請地は、高田字沖前地先外２２筆、田５，３５６㎡の内１．６３６㎡、畑９６９

９㎡の内４．５９９㎡、合計６．２３５㎡です。東京都の★★さんと★★さん、山形

県の★★さんの３名が高田の★★さん外１１人から賃借権設定により土地を借りま

して、それぞれ一時転用許可を受け、農地に支柱を立てて営農型太陽光発電設備を設

置しようとする申請です。 

申請理由及び土地選定理由は、採光等の自然条件に恵まれた土地であるためとのこ

とです。事業計画としては、申請地に太陽光パネル計２，７００枚、支柱計８２６本

を設置します。 

次に、転用許可基準です。立地基準については、申請地は農用地区域内にある農地

と判断され、原則として許可をすることが出来ない農地ですが、農地法施行令第４条

第１項第１号イ及び第１１条第１項第１号イの「仮設工作物の設置その他一時的な利

用に供するために行うもの」に該当し、例外的に許可し得る農地です。 

続いて一般基準です。申請目的実現の確実性について、他法令に基づく必要な処分
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会長 

 

第二 

として、再生可能エネルギー発電事業計画の認定を受けています。また、市都市計画

課に太陽光発電設備設置事業事前協議申出が提出されております。 

地域説明については、７月１８日（日）に高田地区において住民説明会が催され、

特に反対意見等はなかったとのことです。また、市都市計画課で高田の下桂自治会、

１１区北辰・原代自治会に確認したところ問題はなかったとのことです。 

周辺農地の営農条件への支障について埋立て等は行いません。排水は雨水のみで自

然浸透です。★★から同意書が提出されております。確認が必要な隣接農地所有者は

１４名おり、いずれも確認を得ております。一時転用の許可期間については、１０年

で申請されていますが、農林水産省の通知では、担い手が権利を有する農地を利用す

る場合、または荒廃農地を利用する場合は１０年以内とされております。許可期間に

ついては、許可権者が決定するものと考えます。 

その他、設備の撤去時の費用を含め転用行為を行うのに必要な資力及び信用がある

こと等については、添付された必要書類で確認しております。 

続いて営農型発電設備の許可基準についてです。許可の条件として、農地法の処理

基準及び運用通知の定めによる通常の判断のほか、下部の農地における営農の適切な

継続が確実と認められることが必要であり、営農が行われない場合、下部の農地にお

ける単収が同じ年の地域の平均的な単収と比較しておおむね２割以上減少している

場合、下部の農地において生産された農作物の品質に著しい劣化が生じていると認め

られる場合等に該当する場合は、営農の適切な継続が確保されていないと判断するも

のとなっています。なお、荒廃農地を利用する場合は収量の制限はありません。これ

を判断するため、営農型発電設備の下部の農地における営農計画書及び当該農地にお

ける営農への影響の見込み書についてご説明します。 

資料をご覧ください。発電設備下部の農地における作付け予定作物はサツマイモ及

びカボチャです。必要な農作業の計画として、申請期間に合わせ１０年目までの農作

業計画を記載しています。まずサツマイモについて、２年目の５月から６月に定植を

行い、中間管理を経て１０月から１１月に収穫を見込んでいます。カボチャについて

は、同様に２年目の４月に植え付け、８月から９月に収穫を見込んでおります。利用

する農業機械、農作業に従事する者の農作業経験等の状況は、資料の４０ページ、４

６ページのとおりです。 

次に営農への影響の見込みについてです。生育に適した日照量の確保は、パネル下

部から生育した葉を日照が確保できるアレイ間に伸ばすため支障は生じないと見込

んでいます。農作業を効率的に行う上で通常必要となる空間の確保は、支柱が最低地

上高２ｍ、最高地上高２．８ｍでパネル下部へのトラクター搬入も可能としています。

下部の農地の単収は、サツマイモについては、地域の平均的な単収１０ａ当たり２，

４００ｋｇに対し８０％の１，９２０ｋｇを見込んでいます。カボチャについては、

千葉県にはあまりないため鹿児島県の数値を用いて地域の平均的な単収１０ａ当た

り２，０００ｋｇに対し８０％の１，６００ｋｇを見込んでいます。資料の１７ペー

ジから３３ページは各申請地の太陽光パネルの配置図、３４から３６ページは使用す

るパネルの形状です。 

以上の計画について、知見を有する者として、茂原市認定農業者の★★さんの意見

書が提出されております。知見者は以前よりサツマイモ、カボチャの栽培を行ってお

り、意見書によりますと、適切な日射量が確保されていれば栽培に問題無く、本事業

も遮光率の観点からは基準収穫量の８割以上を確保することが可能と判断出来ると

のことです。 

また、申請地の位置等からみて、周辺の農地の効率的な利用、農業用排水施設の機

能等に支障を及ぼすおそれがないと認められることが必要であり、農業振興地域整備

計画を阻害する恐れのある計画については認められないとされています。 

以上が転用許可基準についての説明となります。 

 

 第二小委員会からの報告をお願いします。 

 

それでは農地法第３条の規定による許可申請議案第１号から１２号までの、第二
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小委員会の結果を報告いたします。この件につきましては、先月申請されました

が、申請は取り下げをされたわけですけれども、今回再度申請がされましたので、

小委員会では、いろいろ意見がございました。前回の睦沢町の遊休農地の判定につ

いて、今回の照会では遊休農地は無いということで判定があったということについ

ての意見や、現在やっている太陽光発電施設の下のサイツマイモの状況は順調に耕

作できているというような話もありました。そこで、この件につきましては、総会

にて判断するということとなりましたのでご報告いたします。 

 

今、小委員長から報告がありましたように、小委員会では、総会で審議するとい

うこととなりました。先月は、睦沢町からの通知では、申請者には遊休農地の判定

があるということで、審議は難しくなったのですが、基本的には睦沢町農業委員会

の回答を茂原市農業委員会が否定することはできないということで、本来は不許可

となる案件でしたが、今後のことも踏まえて、この申請については、一旦取下げを

していただき、その間に要件を整理して整えていただいて、再度、申請を出してい

ただくという結論になり、今回の申請になったということです。 

その間に地元地区の農業委員、推進委員、農業委員会の役員と打ち合わせをし

て、私と職務代理者、そして申請者の★★の★★さんと事業支援者の★★の★★さ

んの４名、それに事務局職員同席の中で、先日、意見交換をいたしました。その一

番の大きな目的は、茂原市農業委員会は、新規就農者、そして農業に対して頑張っ

ている方が申請を上げてきた場合は、慎重に審議をするけれども、しっかりと応援

していく、それは今までも、これからもそうであるという事をお伝えしたかったた

めです。今回の★★さんにおいては、今現在、茂原市で営農されている実績をみて

も、草取りをしながら、しっかり対応していただいているということで、委員の皆

さんの中でも評価はあったのですが、営農型太陽光発電事業は茂原市農業委員会で

は、非常に苦慮する案件であったということをお伝えし、これからも、まだまだ申

請を出される計画があるというお話も伺いました。営農に対しての姿勢はしっかり

されていると見受けられましたが、この間、意見の食い違いで、いろいろ思うこと

もあったと思いますが、最終的には、お互いの会話の中で委員会の考えを理解して

いただけたと受け止めております。その点については、理解をしていただいたこと

をありがたく思っております。 

これからされる申請に対しても、地元委員を中心に、茂原市での営農、そしてど

のような農業をされていくのかという観点の中で、しっかりと見届けていくことに

変わりなく、また、申請者もこれからも営農を頑張っていきたいということの話で

終わったわけです。何かあったときは農業委員会とも連絡を取って相談ができるよ

うにしていきたいとそういうお話もいたしました。そういった中で、今日の審議と

なりますので、よろしくお願いします。それでは、打合せの席に同席していただき

ました職務代理者からもお話があればよろしくお願いします。 

 

今、会長が話されたとおりですけれども、私からお話ししたことは、申請につい

ては真摯に対応していただきたいことと、もう１点は今回、発電に関する申請者が

３名いらっしゃいますが、「この３名の方は、既にどこかで発電事業をされている

のですか」ということをお聞きしました。これについては、事業支援者の★★さん

からは、「この３名は行っていませんが、この３名が所属している法人、組織では

行っており、その３名の方々はそこに所属している」というお答えがありました。 

 

それでは、３条申請と５条申請とを分けてご審議したいと思います。最初に３条

申請の１号から１２号議案について、ご意見等をお願いしたいと思います。★★委

員いかがでしょうか。 

 

この案件に関しましては、１ヶ月前の８月にもいろいろ議論いたしまして、どう

しても茂原市農業委員会としましては、高田の太陽光発電事業の件がありますよ

ね。それで、委員の皆さんは、なかなか大丈夫だろうかっていう考えがあるのは、



 9 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

★★委員 

 

 

会長 

 

★★委員 

 

 

 

 

会長 

 

★★委員 

 

 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

会長 

 

★★委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 
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これは当然だと思います。当然だと思いますけども、高田の事業と、今回の申請で

の事業は大きな違いがあると思うんです。まず、既に見ていると思いますが、パネ

ルの設置方法ですね。営農に適したパネルの設置方法だと思います。あと、地元農

家の方が、一緒に耕作をやっていくということですので、そういう観点から考えま

しても、私としては、許可でよろしいと思います。 

 

★★委員、地元として意見はいかがですか。 

 

今までの高田地区の例もありますが、今回の申請ではそうならないように見受け

られますので、営農には問題はないと思われます。 

 

 ★★委員いかがでしょうか。 

 

太陽光発電設備の下のサツマイモの栽培状況なんですが、前回許可となった場所

で、今年栽培しているんですけれども、今、試験堀での結果の写真も配られており

ますが、今現在、私が時々地元で回っている範囲においての状況としてもサツマイ

モ栽培については別に問題ないと思いますので許可でよろしいかと思います。 

 

★★委員どうぞ。 

 

前回、睦沢町農業委員会から遊休農地があると公文書での回答があって、再度、

照会したら８月３１日付けで睦沢町農業委員会からは遊休農地はないとの回答が公

文書であったとのことですが、変わった理由とか経緯は何かわかりますか。 

 

事務局はわかりますか。 

 

睦沢町農業委員会から回答のあった文書に則って判断しているわけですけれど

も、ここに新しく回答された文書がありますが、遊休農地があるかないかの判断

は、ある、ないの欄に〇を付けて回答して頂いております。回答された文書におけ

る判断された内容や経緯は、睦沢町農業委員会でなければ分かりませんが、公文書

として回答していただいておりますので、これをもって判断しております。 

 

★★委員いかがでしょうか。 

 

改めての今回の説明と、会長からの今回の経過をお聞きいたしまして結論的に

は、元々、茂原市農業委員会は、別に太陽光発電設備に反対しているわけでもあり

ません。要は、営農型と付いてしまうところに問題があったということで、これま

でいろいろ紆余曲折がありました。ところが、今回については地元委員さんも大

変、骨を折っていただいて、地元の農家さんとの連携とかをやって、新たな意味で

の営農をきちんとされるのであれば、我々、茂原市農業委員会とすれば、それにつ

いて、別にとやかく言ったことはこれまでも全くございません。そういう点では、

今回の場合は、地元の委員さんを始め、これに関わる地元の農家さん、業者さんと

で、今後、当然、３条の営農の関係でございますので、我々、農業委員会として、

特に地元の委員さんが、このような状況については適切な営農の指導、監督、そう

いうものを進めていけば、今の段階では支障はないと思いますので、これについて

は許可でよろしいと思います。 

 

地元の★★委員、改めて地元の状況などお聞かせいただきたいと思います。 

 

７月１８日に地元の説明会を行いました。★★さん関係者３名、★★の★★さ

ん、地権者９名、隣接農地所有者、農家組合長をはじめとする地元住民１０名、★

★委員、★★委員と私の全員２６名で説明会を行いました。★★さんの事業内容の
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説明から始まり、終了後、質疑応答となりました。何名かの質問がありましたが、

納得のいくような答えが得られ、事業に反対する意見はありませんでした。今回の

場所は、現地調査で、皆さんどういう場所か、わかっていただいていると思いま

す。荒れ放題の耕作放棄地が増える一方の現状なので、地元の住民も設置を希望し

ております。特に営農型となると、下部の営農が重要視されますが、今回は地元の

人達３名が、働くような形を、雇用されるような形をとってもらっておりますの

で、これは荒らさないで綺麗に保っていけるかなというふうに思っております。

今、行っております野際地区の営農状態も綺麗な状態で育っておりますし、このサ

ツマイモの生育状況の写真でもわかりますように、今のところ、きちんとした営農

がされておりますので、これは許可してもよろしいと思います。 

 

いろいろ地元の委員さんはじめ、皆さんからご意見をいただいておりますが、そ

の他にご意見のある方はいらっしゃいますか。★★委員どうぞ。 

 

私も地元の説明会に参加して一番感じたことが、まず、現実は耕作放棄地の管理

に一番手を焼いているところで、今回の話は、地主さんは実際、本当に救われたよ

うな感じでおりました。それと今回の営農型の件ですが、★★委員が言われたよう

に、以前と違うところは、今回はパネルの高さと仕組みが、以前のそれと全然違う

ということで、それと今回は、地元の方々が協力的に参加するというところが、以

前と全然違うところでありまして、今回は、地元の方の参加型ということで、かな

り以前のと違って、上手くいくのではないかなと期待しているところですので、許

可でよろしいかと思います。 

 

他にございますか。それこそ、意見は出尽くしていると思いますけれども、やは

り、今回皆さんがお話していただいているように、地元の営農者の方々が、しっか

りと応援をしていきたい、支援をしていきたいという中で動いているということ、

そして、また地元の農業委員、推進委員が非常に協力的にその仲介をとっていると

いう状態になっております。それでは、３条の許可申請の１号から１２号議案につ

いて、決を取りたいと思います。１号から１２号議案に対して、ご意見とおり、許

可ということでよろしいでしょうか。（異議なしの声）それでは、１号から１２号

議案については、許可で決定いたします。 

次に５条の許可申請３７号から５１号議案です。これに対して、ご意見等ござい

ますか。★★委員いかがですか。 

 

５条の一時転用につきましては、営農型ですので、下部での営農がしっかりなさ

れることが必要あり、営農がしっかりなされていなければ一時転用を認められない

というのは営農型太陽光発電のあり方だと思います。そういう点を踏まえて考えま

すと、前回許可した部分は、立派に耕作して、配られている試験掘りをした写真を

見ましたけれども、立派なサツマイモができております。これであれば８割以上の

収穫は見込めるのではないかなと思いますので、５条についても許可相当でよろし

いかと思います。 

 

 他にございますか。★★委員どうぞ。 

 

先ほど、事務局から説明がありました中で、農業振興地域整備計画を阻害する恐

れのある計画は認められないとのことですが、これについてどうでしょうか。何か

問題ありますか。 

 

こちらにつきましては、市の農政課に一時転用許可に際しまして、申請地が農用

地区内にある場合、意見を求めるものになるのですけれども、これについての照会

をしたところ、農業振興地域整備計画上の支障はないということで回答を得ており

ます。 
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わかりました。それであれば周辺で耕作される方にも、特に影響はないと思いま

すので、許可相当でよろしいかと思います。 

 

他にご意見ございますか。よろしいでしょうか。では、５条の許可申請３７号か

ら５１号議案について、意見のとおり許可相当ということで決定してよろしいでし

ょうか。（異議なしの声）それでは３７号から５１号議案については許可相当で決

定いたします。 

 

 ちょっと余談となりますが、今までの意見については全くそのとおりだと思いま

すけれど、営農型太陽光発電を耕作放棄地対策でやるという事とは意味合いがちょ

っと違ってきてしまうのではないかと。何で耕作放棄地が発生するのかという問題

は、別に原因があるわけで、結果的にそういう対策になったのだということであれ

ば良いのですが、この辺は、我々はしっかりと区別して、耕作放棄地対策だから、

これをどんどん進めていくと思っている方はいないと思いますが、耕作放棄地にな

っている原因は他にありますので、これは別に皆さんとこれからやっていきたいと

思います。 

 

 ★★委員どうぞ。 

 

今の意見について確認したいが、営農型太陽光発電事業というのは、初めから耕

作放棄地対策事業とは違うというのは、国の通達でも言われていると思うが、その

通達はまだ生きているのですよね。変わったのですか。荒廃農地に対する営農型太

陽光発電事業の収量の規制が外れたのは分かるのだけれども、私が言いたいのは、

★★委員が敢えて話をされたので確認しておきたいのだけど、この営農型太陽光発

電事業というのは、耕作放棄地を無くすための事業として展開されているものじゃ

ないということであって、それは別のものであって、耕作放棄地対策に関する事業

というのは他にあって、それは既にやってきているわけですよ。今まで太陽光のパ

ネルとは関係なしでやっているわけなんです。だから、営農型太陽光発電の事業と

それとは全く違う事業であると。老婆心ながら、何らかの耕作放棄地対策なら、こ

れでやりゃ何でも良いというふうに誤解しては困るということを、★★委員は言い

たいわけなんですよね。そういうことを確認したいので、そのスタンスは変わって

ないんですよね。 

 

それについては、お話のとおりで営農型太陽光発電に関する事業と耕作放棄地対

策の事業はそれぞれ別に事業が展開されております。それでは最後に区分地上権の

説明をさせてもらいます。１３号から２７号議案です。申請地は、高田字沖前地先

外２２筆、田５，３５６㎡の内１，２３０．８８５㎡、畑９，６９９㎡の内３，２

０６．６１９㎡、合計１５，０５５㎡の内４，４３７．５０４㎡です。東京都の★

★さん外２人が高田の★★さん外１１人の土地に区分地上権を設定しようとする申

請です。申請理由は、太陽光パネルを農地の空中部分に設置するためです。次に許

可基準についてです。区分地上権の設定に係る３条許可の判断については、３条２

項ただし書きの不許可の例外事由に該当するため、同項各号の全部効率要件、農作

業常時従事要件、下限面積要件などの各要件を満たす必要はありません。処理基準

においては、権利が設定される農地及びその周辺の農地に係る営農条件に支障を生

ずるおそれがなく、かつ当該農地における賃借人等の権利者の同意を得ていると認

められる場合に限り許可するものとされています。営農条件への支障については、

一時転用許可において判断されることになっており、賃借人等の権利者の同意につ

いては、農地の賃借人である★★さんから同意書を得ております。 

なお、農林水産省よりこの区分地上権設定の期間は支柱部分に対する一時転用期間

と同じ期間とされております。また、この３条許可の取扱いについては、転用許可が

されない場合は、３条許可は行わないこととされております。これは、転用が不許可
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となった時点でこの賃借権設定の効力が発生しないことから、区分地上権設定に係る

目的が失われ、営農条件への支障のおそれがないことについて判定できなくなるた

め、許可できないものと考えるためです。従いまして、転用が許可であれば同時に許

可、不許可であれば同時に不許可という考え方になります。説明は以上です。 

 

ありがとうございました。今、★★委員と★★委員から耕作放棄地の考え方の件

のお話があったのですが、先日の★★の★★さんと★★の★★さんとの打ち合わせ

のときも、これからまだまだ申請される箇所があるという話をお聞きしましたが、

計画の中で営農の結果をしっかり出していっていただければ、茂原市農業委員会も

応援していけるという話もお互いにすることができました。これからまた、申請さ

れて議案が上がりましたら、また慎重に審議を重ねていくような流れになるかと思

いますので、よろしくお願いします。それでは、営農型太陽光事業の許可申請３

条、５条の議案につきまして、許可・許可相当ということで決定いたします。 

 続きまして、農地法第３条の規定による許可申請について、議案第２８号から３

６号まで事務局より説明をお願いします。 

 

それでは第２８号議案です。申請地は榎神房字内谷地先、田２，００２㎡を売買し

ようとする申請です。買受人は大網白里市の★★さん、売渡人も大網白里市の★★さ

んです。申請理由は、自宅から近く耕作しやすいためとのことです。買い受ける農地

にて水稲の作付けを計画しています。 

次に許可基準についてです。全部効率利用要件については、現在買受人が耕作に供

すべき農地は大網白里市にありまして、大網白里市農業委員会より農業経営実態証明

書が提出されております。大網白里市農業委員会に確認しましたところ、現在買受人

が耕作に供すべき農地のうち、法第３２条第１項各号に該当する遊休農地判定の農地

はないとの報告がございました。主な機械の保有については、耕運機を所有していま

す。労働力、技術については、世帯員１名で従事しております。農作業常時従事要件

については、１５０日以上となっております。下限面積要件については、５０アール

を超えております。周辺地域との関係について、トラブルの無いよう、水路掃除、除

草作業に参加し、周辺農家と協力していきたいとのことです。 

その他の添付すべき必要書類について併せて確認しております 

 

続きまして第２９号議案です。申請地は鷲巣字宮向地先外８筆、田８，７８９㎡を

売買しようとする申請です。買受人は鷲巣の★★さん、売渡人は松戸市の★★さんで

す。申請理由は、自宅から近く耕作しやすいためとのことです。買い受ける農地にて

水稲の作付けを計画しています。 

次に許可基準についてです。全部効率利用要件については、現在買受人が耕作に供

すべき農地のうち、法第３２条第１項各号に該当する遊休農地はありません。主な機

械の保有については、トラクター、コンバイン、田植え機を所有しています。労働力、

技術については、世帯員１名で従事しております。農作業常時従事要件については、

１５０日以上となっております。下限面積要件については、５０アールを超えており

ます。周辺地域との関係について、地元水利組合員として、農薬の使用など注意した

いとのことです。 

その他の添付すべき必要書類について併せて確認しております 

 

続きまして第３０号議案です。申請地は上茂原字屋留田地先、田８７９㎡を売買し

ようとする申請です。買受人は上茂原の★★さん、売渡人は上茂原の★★さんです。

申請理由は、自宅から近く管理しやすいためとのことです。買い受ける農地にて水稲

の作付けを計画しています。 

次に許可基準についてです。全部効率利用要件については、現在買受人が耕作に供

すべき農地のうち、法第３２条第１項各号に該当する遊休農地はありません。主な機

械の保有については、トラクター、耕運機、田植機、コンバインを所有しています。

労働力、技術については、世帯員２名で従事しております。農作業常時従事要件につ
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小委員長 

 

会長 

いては、１５０日以上となっております。下限面積要件については、５０アールを超

えております。周辺地域との関係について農薬の使用には充分配慮し、水路掃除、除

草作業に参加し周辺農家と協力して用水路等の管理に努めるとのことです。 

その他の添付すべき必要書類について併せて確認しております 

 

続きまして第３１号議案です。申請地は八幡原字東蚫崎地先、田９５５㎡を売買し

ようとする申請です。買受人は中善寺の★★さん、売渡人は千葉市の★★さんです。

申請理由は、自作地の隣の土地のため耕作しやすいためとのことです。買い受ける農

地にて水稲の作付けを計画しています。 

次に許可基準についてです。全部効率利用要件については、現在買受人が耕作に供

すべき農地のうち、法第３２条第１項各号に該当する遊休農地はありません。主な機

械の保有については、トラクター、田植機、草刈機を所有しています。労働力、技術

については、世帯員１名で従事しております。農作業常時従事要件については、１５

０日以上となっております。下限面積要件については、５０アールを超えております。

周辺地域との関係について農薬の使用等には充分配慮し、水路掃除、除草作業に参加

し、周辺農家と協力して用水路等の管理に努めるとのことです。 

その他の添付すべき必要書類について併せて確認しております 

 

続きまして第３２号議案です。申請地は千町字柳保田地先、畑１，００１㎡を売買

しようとする申請です。買受人は千町の★★さん、売渡人は小林の★★さんです。申

請理由は、自宅に近く管理しやすいためとのことです。買い受ける農地にて葉たばこ

の作付けを計画しています。 

次に許可基準についてです。全部効率利用要件については、現在買受人が耕作に供

すべき農地のうち、法第３２条第１項各号に該当する遊休農地はありません。主な機

械の保有については、トラクター、耕運機、田植機を所有しています。労働力、技術

については、世帯員２名で従事しております。農作業常時従事要件については、１５

０日以上となっております。下限面積要件については、５０アールを超えております。

周辺地域との関係について、地元の耕作組合に加入し、水路掃除、除草作業など、周

辺農家と協力して共同作業に努めるとのことです。 

その他の添付すべき必要書類について併せて確認しております 

 

続きまして、第３３号議案ですが、３４号議案と同一経営体による申請ですので、

併せて説明いたします。申請地は木崎字西原及び棒田地先、田１９㎡、畑５，２２０

㎡を売買しようとする申請です。買受人は木崎の★★さん親子、売渡人は木崎の★★

さんです。申請理由は、自宅及び耕作地に近いため、効率的であるとのことです。買

い受ける農地にて栗・梅・柿・桃と玉ネギ、サツマイモなどの野菜の作付けを計画し

ています。 

次に許可基準についてです。全部効率利用要件については、現在買受人が耕作に供

すべき農地のうち、法第３２条第１項各号に該当する遊休農地はありません。主な機

械の保有については、トラクター、耕運機、トラック、油圧ショベルカー等を所有し

ています。労働力、技術については、世帯員２名で従事しております。農作業常時従

事要件については、１５０日以上となっております。下限面積要件については、５０

アールを超えております。周辺地域との関係について、農薬は使用しないとのことで

す。その他の添付すべき必要書類について併せて確認しております。説明は以上でご

ざいます。 

 

 第二小委員会からの報告をお願いします。 

 

 ２８号から３６号議案につきまして、いずれも許可で判断しております。 

 

 

 それでは順次審議します。２８号議案です。★★委員いかがですか。 
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 現地は綺麗にされていて、特に問題はないと思います。 

 

 

 ★★委員いかがですか。 

 

 この方は、私の近くの田んぼにも来られますけれども、自分の土地だけでなく、

周囲の草も大きな機械で刈っていってくださる方です。周辺の農家の方とも協力し

て馴染んでやっていらっしゃいますので、問題なく許可でよろしいと思います。 

 

他にご意見ございますか。よろしいですか。それでは２８号議案ですが、小委員

会の報告及び意見のとおり許可ということでよろしいでしょうか。（異議なしの声）

それでは２８号議案については、許可ということで決定いたします。 

続きまして、２９号議案です。★★委員いかがでしょうか。 

 

★★さんは地元で大規模に今現在もやっておりますので、問題なくされると思い

ます。 

 

★★委員、いかがでしょう。 

 

★★さんは、地区でも一番耕作をやってくれている方で、問題ないと思いますの

で許可でよろしいと思います。 

 

他にご意見ございますか。よろしいですか。それでは２９号議案ですが、小委員

会の報告及び意見のとおり許可ということでよろしいでしょうか。（異議なしの声）

それでは２９号議案については、許可ということで決定いたします。 

続きまして、３０号議案です。★★委員いかがでしょうか。 

 

★★さんのすぐ隣の田んぼで小規模ながらやっておりますので、これからも問題

なくやっていただけると思います。 

 

 ★★委員いかがでしょうか。 

 

先月も山の道で、この方々は２人で交換しているようにお互いが親しいというこ

とですし、★★さんも今も田んぼをやっていますので、特に問題はないと思いま

す。許可でよろしいと思います。 

 

他にご意見ございますか。よろしいですか。それでは３０号議案ですが、小委員

会の報告及び意見のとおり許可ということでよろしいでしょうか。（異議なしの声）

それでは３０号議案については、許可ということで決定いたします。 

続きまして、３１号議案です。★★委員いかがでしょうか。 

 

★★さんはどっちらかと言えば、八幡原にたくさんの農地を持っていまして、こ

の北側のところは★★さんの土地で、右側の方から今まで出入りしていたのです

が、今度は道路から入れるので使い勝手が良くなると話されておりました。 

 

★★委員いかがですか。 

 

この場所ですけれども、ちょうど道路際で場所的には良いところです。★★さん

はお勤めを辞められてから、一生懸命に田んぼをやっていますので、場所的にも買

受人的にも、特別な問題はないと思いますので、許可でよろしいと思います。 
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他にご意見ございますか。よろしいですか。それでは３１号議案ですが、小委員

会の報告及び意見のとおり許可ということでよろしいでしょうか。（異議なしの声）

それでは３１号議案については、許可ということで決定いたします。 

続きまして、３２号議案です。★★委員いかがでしょうか。 

 

買受人は、いわゆる昔で言えば専業農家です。今回、売渡人の★★さんは、実家

の土地を処分するとのことで、実家は兄が農業後継者でいたのですが、亡くなって

しまって、お爺さんが残されて困っていたので、我々も手伝ったりしていたのです

が、そのお爺さんも亡くなって、相続で★★さんが所有した農地です。しかし、彼

は既に農業から離れて、お勤めになっているのであちこち処分をしていて、この場

所は★★さんも手伝っていた土地ですので、全く問題がございませんので、許可で

よろしいと思います。 

 

他にご意見ございますか。よろしいですか。それでは３２号議案ですが、小委員

会の報告及び意見のとおり許可ということでよろしいでしょうか。（異議なしの声）

それでは３２号議案については、許可ということで決定いたします。 

続きまして、３３、３４号議案です。★★委員いかがでしょうか。 

 

これについては、同一家族でやるわけですから、特に問題はないと思います。 

 

★★委員どうぞ。 

 

★★さんは、梨をやっている方なんですけれども、その他の果樹をやりたいとい

うことで、現在、★★さんが持っているところは★★さんの親が梅の木を植えてあ

るところもあるのですが、綺麗にして活用して土地を拡げたいということですの

で、特に問題もなく許可で良いと思います。 

 

他にご意見ございますか。よろしいですか。それでは３３、３４号議案ですが、

小委員会の報告及び意見のとおり許可ということでよろしいでしょうか。（異議なし

の声）それでは３３、３４号議案については、許可ということで決定いたします。

ここで、一旦休憩します。 

 

（休憩） 

 

 続きまして、農地法第５条の規定による許可申請について、議案第５２号から第

５９号、及び農地法第５条の規定による許可後の計画変更承認申請について、議案

第６０号の説明を事務局よりお願いします。 

 

農地法第５条の規定による許可申請及び農地法第５条の規定による許可後の計画

変更承認申請についてご説明します。 

はじめに５２から５５号議案です。一体計画ですので、併せてご説明いたします。

申請地は、三ヶ谷字登戸地先外５筆、田９，８０２の内１，５６７．３８㎡です。東

京都の★★さんが、三ヶ谷の★★さん外３人から賃借権の設定により土地を借りて、

水路改修工事に伴う作業用地とする申請です。申請理由及び土地選定理由は、改修水

路の近くにあるためとのことです。事業計画として、重機等進入のための作業用地と

します。 

次に転用許可基準です。立地基準について、申請地は農用地区域内にある農地と判

断され、原則として許可をすることができない農地ですが、農地法施行令第４条第１

項第１号イ及び第１１条第１項第１号イの「仮設工作物の設置その他一時的な利用に

供するために行うもの」、並びに農地法施行令第４条第１項第１号ロ及び第１１条第

１項第１号ロの「農業振興地域整備計画の達成に支障を及ばすおそれが無いと認めら

れるものであること」に該当し、例外的に許可し得る農地です。 
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続いて一般基準です。申請目的実現の確実性について、他法令に基づく申請として、

市土木管理課より法定外公共物土木工事施行許可書が提出されております。周辺農地

の営農条件への支障について、埋立ては行なわず、防草シートを敷き、鉄板を敷設す

るとのことです。排水は、雨水のみで自然浸透です。確認が必要な隣接農地所有者は

１名おり、確認を得ております。 

なお、一時転用について、申請期間は令和４年３月３１日までとなっており、事業

完了後の農地復元誓約書が提出されております。 

その他、転用行為を行うのに必要な資力及び信用があること等については、添付さ

れた必要書類で確認しております。 

 

続きまして５６号議案です。申請地は、渋谷字堰田地先、１，０１０㎡の内９８９．

７５㎡です。東京都の★★さんが、渋谷の★★さんから使用貸借の権利の設定により

土地を借りて、無線通信基地局の建設に伴う工事用地とする申請です。申請理由はサ

ービスエリア電波回線改善のため、土地選定理由は基地局の隣接で工事がしやすいた

めとのことです。事業計画として、掘削時の残土仮置場及び資材仮置場とします。 

次に転用許可基準です。立地基準について、申請地は農用地区域内にある農地と判

断され、原則として許可をすることができない農地ですが、農地法施行令第４条第１

項第１号イ及び第１１条第１項第１号イの「仮設工作物の設置その他一時的な利用に

供するために行うもの」、並びに農地法施行令第４条第１項第１号ロ及び第１１条第

１項第１号ロの「農業振興地域整備計画の達成に支障を及ばすおそれが無いと認めら

れるものであること」に該当し、例外的に許可し得る農地です。 

続いて一般基準です。申請目的実現の確実性について、他法令に基づく必要な申請

はありません。周辺農地の営農条件への支障について、埋立ては行わず、鉄板を敷設

するとのことです。排水は雨水のみで自然浸透です。確認が必要な隣接農地所有者は

１名おり、確認を得ております。 

なお、一時転用について、申請期間は令和３年１２月３１日までとなっており、事

業完了後の農地復元誓約書が提出されております。 

併せまして、申請地の２０．２５㎡に対して農地法施行規則第２９条の農地の転用

の制限の例外として、携帯電話基地局設置に係る事業計画書が提出されております。 

その他転用行為を行うのに必要な資力及び信用があること等については、添付され

た必要書類で確認しております。 

 

続きまして５７号議案です。申請地は、長尾字立ケ腰地先、仮換地地番ゆたか土地

区画整理事業１６街区地先、面積５４０㎡です。千葉市の★★さんが上林の★★さん

から土地を買い受けて、建売住宅用地とする申請です。申請理由及び土地選定理由は

区画整理地であり、住宅地として適した立地であるためとのことです。事業計画とし

て、建築面積５７．５５㎡の住宅３棟を建築します。 

次に転用許可基準です。立地基準について、申請地は用途地域内ですので第３種農

地と考えられます。第３種農地として判断される場合は、原則許可できる農地です。 

続いて一般基準です。申請目的実現の確実性について、他法令に基づく必要な申請

はありません。周辺農地の営農条件への支障について、埋立ては行わず整地のみです。

排水は、公共下水道に接続します。確認が必要な隣接農地所有者はおりません。 

その他、転用行為を行うのに必要な資力及び信用があること等については、添付さ

れた必要書類で確認しております。 

 

続きまして５８号議案です。申請地は、国府関字芝ノ内地先、田２２４㎡です。東

茂原の★★さんが、国府関の★★さんから使用貸借の権利の設定により土地を借り

て、専用住宅用地とする申請です。申請理由及び土地選定理由は、アパート住まいを

しており、子供が生まれ手狭になったため、環境が良く母が所有する土地を借り住宅

を建築したいためとのことです。事業計画として、建築面積５３．７４㎡の住宅１棟

を建築します。 

次に転用許可基準です。立地基準について、申請地は農業公共投資の対象となって
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会長 

 

 

★★委員 

 

★★委員 

 

 

会長 

 

★★委員 

 

いない小集団の生産力の低い農地であることから、第２種農地と考えられます。第２

種農地として判断される場合は、許可し得る農地です。 

続いて一般基準です。申請目的実現の確実性について、他法令に基づく申請として

市土木管理課に道路工事施工承認申請書が提出されております。周辺農地の営農条件

への支障について、埋立ては行わず整地のみです。排水は、合併浄化槽処理後、道路

側溝へ放流します。確認が必要な隣接農地所有者はおりません。 

その他、転用行為を行うのに必要な資力及び信用があること等については、添付さ

れた必要書類で確認しております。 

 

続きまして５９、６０号議案です。一体計画ですので、併せてご説明いたします。

申請地は、押日字関谷地先外２筆、田２４４㎡、畑１０９㎡、農地以外の土地３，０

３１㎡の内１８９．０３㎡、計５４２．０３㎡です。千葉市の★★さんが、南房総市

の★★さんから土地を買い受け、専用住宅用地とする申請です。申請地は、平成２３

年６月１５日付けで専用住宅用地として農地法第５条の規定による許可を受けまし

たが、家庭及び仕事の都合により他市に居宅を建築したため、計画を変更するもので

す。申請理由は、借家で古く耐震性に問題があるため、土地選定理由は、自然環境が

良く、市道に接した土地であるためとのことです。事業計画として、建築面積９２．

７４㎡の住宅１棟と３６㎡のカーポート１棟を建築します。 

次に転用許可基準です。立地基準について、申請地は農用地区域内農地、第３種農

地、第２種農地の（ａ）のいずれにも該当せず、特定土地改良事業等の施行区域内に

ある農地にも該当しませんが、おおむね１０ヘクタール以上の規模の一団の農地の区

域内にある農地に該当することから、第１種農地と考えられます。第１種農地と判断

される農地については、原則として許可をすることが出来ない農地とされております

が、住宅その他周辺地域居住者の日常生活上又は業務上必要な施設で集落に接続して

設置されるものであることから農地法施行規則第３３条第４号の規定に該当し、例外

的に許可できると判断されます。 

続いて一般基準です。申請目的実現の確実性について、他法令に基づく申請として、

市土木管理課に法定外公共物占用許可申請書が提出されております。周辺農地の営農

条件への支障について、埋立ては行なわず整地のみです。排水は、合併浄化槽処理後、

道路側溝へ放流します。★★より排水同意書が提出されております。確認が必要な隣

接農地所有者はおりません。 

その他、転用行為を行うのに必要な資力及び信用があること等については、添付さ

れた必要書類で確認しております。説明は以上です。 

 

 第二小委員会の報告をお願いします。 

 

第二小委員会の結果につきましては、農地法第５号の規定による許可申請及び許

可後の計画変更承認申請についての第５２号議案から第６０号議案は、いずれも許

可相当で判断しましたことを報告いたします。 

 

それでは、順次審議します。まず、５２号から５５号議案一体計画です。地元の

★★委員いかがでしょうか。 

 

 水路の改修工事に伴う一時転用ですので問題はないと思います。 

 

構造物を、もっと大きなものに変える工事ですよね。今度どのくらいの大きさに

なるのでしょうか。 

 

★★委員いかがでしょうか。 

 

そうですね。もっと大きなものに取り換える工事で、もう少し高さがあって幅は

あまり変わらないものと思います。ここは、先月の総会にも上がってきましたけれ
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ども、同じ改修工事に伴う水路用地で一時転用でございますので、許可相当でよろ

しいと思います。 

 

他にご意見ございますか。よろしいですか。それでは５２号から５５号議案です

が、小委員会の報告及び意見のとおり許可相当ということでよろしいでしょうか。

（異議なしの声）それでは５２号から５５号議案については、許可相当ということ

で決定いたします。 

続きまして、５６号議案です。★★委員いかがでしょうか。 

 

 ９８９㎡ほどあってかなり広いんですけれども、一時転用の後、綺麗に復元して

もらえれば、特に問題ないと思います。 

 

★★委員いかがでしょうか。 

 

一時転用で一時的な使用でありますので、復元すれば問題ないと思いますので、

許可相当でよろしいと思います。 

 

他にご意見ございますか。よろしいですか。それでは５６号議案ですが、小委員

会の報告及び意見のとおり許可相当ということでよろしいでしょうか。（異議なしの

声）それでは５６号議案については、許可相当ということで決定いたします。 

続きまして、５７号議案です。★★委員いかがでしょうか。 

 

ゆたか土地区画整理事業の中の住宅用地でありますので、問題はないと思いま

す。 

 

★★委員いかがでしょうか。 

 

第３種農地であり、用途地域で、区画整理事業地内でありますので、許可相当で

よろしいと思います。 

 

他にご意見ございますか。よろしいですか。それでは５７号議案ですが、小委員

会の報告及び意見のとおり許可相当ということでよろしいでしょうか。（異議なしの

声）それでは５７号議案については、許可相当ということで決定いたします。 

続きまして、５８号議案です。★★委員いかがでしょうか。 

 

第２種農地なんですけれども、周りはもう家に囲まれていまして、隣接農地もご

ざいません。問題ないと思いますので、許可相当で良いと思います。 

 

他にご意見ございますか。よろしいですか。それでは５８号議案ですが、小委員

会の報告及び意見のとおり許可相当ということでよろしいでしょうか。（異議なしの

声）それでは５８号議案については、許可相当ということで決定いたします。続き

まして、５９号、６０号議案です。一体計画です。★★委員いかがでしょうか。 

 

第１種農地なんですけども、住宅を建てるということで一度許可されたもので、

再度、計画変更での申請ということでございますので、許可相当ということでよろ

しいと思います。 

 

他にご意見ございますか。よろしいですか。それでは５９、６０号議案ですが、

小委員会の報告及び意見のとおり許可相当ということでよろしいでしょうか。（異議

なしの声）それでは５９、６０号議案については、許可相当ということで決定いた

します。続きまして、買受適格証明及び農地法第３条の規定による許可申請につい

て、６１号、６２号議案です。事務局より説明をお願いします。 
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買受適格証明及び農地法第３条の規定による許可申請の単独申請についてのご説

明をします。 

本申請は、申請人が所有権移転を目的とした競売・公売に参加しようとするにあた

り、買受適格の証明を受け、その後、売却決定がなされ、３条許可申請がされた場合

における許可・不許可の意見決定を予め示しておこうとするものです。 

それでは第６１号議案及び６２号議案です。物件目録が２つに分かれているため、

２つの申請になっています。６１号議案の申請地は新小轡字杉屋地先、畑２，２６８

㎡、６２号議案の申請地が新小轡字中島地先、田１，１４４㎡、畑１，８２８㎡です。

申請人は新小轡の★★さん。申請理由は、申請地は★★さんの所有地だったが、競売

となったため、裁判所と協議の上、特別売却にて買い戻したいとのことです。買い戻

す農地にて水稲及び野菜の作付けを行います。 

次に許可基準についてです。全部効率利用要件については、現在申請人が耕作に供

すべき農地のうち、法第３２条第１項各号に該当する遊休農地はありません。主な機

械の保有については、トラクター、コンバイン、乾燥機を所有しています。労働力、

技術については、世帯員２名で従事しております。農作業常時従事要件については、

１５０日以上となっております。下限面積要件については、５０アールを超えており

ます。周辺地域との関係について、農薬の使用方法について地域の防除基準に従うと

のことです。 

その他の添付すべき必要書類について併せて確認しております。説明は以上です。 

 

第二小委員会の報告をお願いします。 

 

第二小委員会の審議結果を報告いたします。これは★★さんの元の自作地でござ

います。それを競売で買い戻したいということですので、許可で判断しました。 

 

 ★★委員いかがですか。 

 

これは本当に結果的に特別売却になって良かったなと。本人に責任がない負債に

基づいたものでして、しかも、本人は今非常に積極的に農業に取り組んでいますの

で、特別売却で良かったと思っています。これは許可で良いと思います。 

 

それでは、買受適格証明及び農地法第３条の規定による許可申請についての６１

号、６２号について、小委員会の報告及び意見のとおり許可ということでよろしい

でしょうか。（異議なしの声）それでは６１号、６２号議案については、許可という

ことで決定いたします。続きまして、令和３年８月６日開催の第９回総会保留議

案、６３号議案です。経緯経過を含めて事務局より説明をお願いします。 

 

それでは、保留案件の説明をいたします。６３号議案、第９回総会の３０号議案

です。申請地は長尾字蓮池地先外８筆、畑１０，２５１㎡を借り受けようとする申

請です。賃借人は長尾の★★さん、賃貸人は長尾の★★さんです。 

申請理由としまして、★★が持つ芝生管理技術を活かし、芝の生産を行い、ユーザ

ーに提供したいためとのことです。土地選定理由としましては、会社の近隣で耕作に

適しているためとのことです。 

ここで、農業経営に係る実施計画書について簡単にご説明します。借り受ける農地

にて芝を栽培し、販売計画として、★★へ販売し１，０００万円の売上を見込んでお

ります。それに対する生産経費として約９５０万円を見込む計画となっております。

その他の内容を含めまして、千葉県農業会議の担当者に精査していただいているとの

ことです。 

次に３条許可基準ですが、全部効率利用要件について、現在賃借人が耕作に供すべ

き市内の農地はありません。主な機械の保有については、トラクター・耕運機・搬送

用トラック等を所有しております。労働力については、社員３名で従事する計画です。
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技術については、長年ゴルフ場の芝を管理しており、芝についての知識はあるとのこ

とです。農作業常時従事要件については、従事者合計で２８５日の計画です。下限面

積要件については、今回の申請により５０アールを超えております。周辺地域との関

係について、芝の栽培基準、防除基準に基づき栽培することで周辺の農業経営に影響

を及ぼすことはないと考えられるとのことです。 

また、農地について所有権、使用収益権、質権若しくはその他の使用及び収益を目

的とする権利を取得することができる農地所有適格法人に該当するか否かの判断が

あり、賃借人は農地法第２条第３項に規定する法人形態要件、事業要件、構成員要件、

議決権要件及び業務執行権要件をすべて満たしていることから、農地所有適格法人に

該当すると判断されます。    

その他の添付すべき必要書類について併せて確認しております。 

なお前回の総会での確認事項について報告したいと思います。まず水の件ですが、

井戸の水を利用するとのことです。芝カッターについては、親会社から無償で借りる

とのことです。また今後については購入することも考えているとのことでした。最後

に一つの土地に二つの３条許可は出せるかという質問ですが、県に確認したところ、

そういう許可も可能とのことでした。以上が３条の保留案件の説明です。 

 

先月いくつか確認することがあって、１ヶ月ほど調査をするということで保留と

しましたが、今、事務局から説明がありました。★★委員いかがでしょうか。 

 

８月の総会時に説明に来られた２人と社長さん、あと地元の方と私とで、現地で

１時間ほど話しをしました。結論から言いますと、桜の木を植え、コスモスを植

え、芝生を植えて、地元の憩いの場と散歩コースを作りたい。そしてベンチも作り

たいとそのような話をしていました。先ほどの、井戸とか農薬の話も非常に問題な

く対処されていると思いましたし、地元とも友好的な関係が非常にあると感じまし

たので、特に問題はないと思います。 

 

★★委員いかがでしょうか。 

 

この場所に何回か伺ってみたのですが、現状は、付近に住民とかいないようで

す。農薬も最小限に使うということで、許可でよろしいと思います。 

 

１ヶ月の間に調査もしていただいて、地元の皆さんともお話をされたとのことで

すが、その他にご意見などございますか。それでは、保留議案について、意見のと

おり許可ということでよろしいでしょうか。（異議なしの声）それでは６３号議案

については、許可ということで決定いたします。 

続きまして議案第６４号農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農

用地利用集積計画の承認について（利用権設定）であります。事務局より説明をお

願いします。 

 

議案第６４号農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農用地利用集

積計画の承認について（利用権設定）ご説明します。 

（内容等について説明する。） 

 

説明が終わりました。ご意見ございますか。（異議なしの声）それでは６４号議案に

ついては承認とさせて頂きます。 

続きまして、議案第６４号、令和４年度茂原市農林行政に関する意見書について

の説明を事務局よりお願いします。 

 

議案第６４号、令和４年度茂原市農林行政に関する意見書についてのご説明をし

ます。（内容等について説明する。） 
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会長 説明が終わりました。ご意見ございますか。（異議なしの声）それでは６５号議案に

ついては承認とさせて頂きます。以上で議案関係は終わりました。報告に入ります。 

 

次の事案を報告 

・農地法第３条の３第１項の規定による届出について 

  ・地目変更登記申請に係る照会について 

  ・軽微な農地改良の届出について 

・農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人の報告について 

  ・その他 

 

 以上で本日の総会を終了します 

 


